






























































































































（謂）少（小）臣曰、 「嘗我於而（尓）え（羹） 」 。少（小）
（ 123 ）
























































































































































羹を班する」と。小臣懼れて、乃ち夏に逃ぐ。湯乃ち之を祓い、小臣乃ち眛 して路に寝、視れども言うこと能わず。衆烏将に之を食わんとす。霊烏曰く、 「是れなり、食らうべからざるなり 夏后疾有りて 将 楚を撫さんとす 于
ゆ
きて其の祭を食め」と。衆烏乃ち霊烏に













天霊なり」と。夏后乃ち小臣に訊ねて曰く「如し尓天霊なれば、朕の疾を知るか」と。小臣曰く、 「我之を知る」と。夏后曰く「朕の疾如何」と。小臣曰く、 「帝二黄蛇と二白兎に命じて、后の寝室の棟に居らしむ 其れ后に疾を下舍す。是れ をして棼棼眩眩 して而して人に知らざらしむ。帝后土に命じて二陵屯と為り 共 后の牀下に居らしめ、其れ后の体 上刺す 是れ后をして昏乱甘心せしむ。后如し屋を撒して、黄蛇と白兎とを殺 、地を発して陵を斬らば、后の疾其れ瘳
い
ゆ」と。夏后乃ち





を）射て捕えた。そして に「こ を旨羹にせよ 私はこれを食そう」と命じた。湯は□に向かった 小臣は既にこれを羹にし（た際） 、湯の妻である紝
巟
は、小臣







べさせないというのなら、私がお前を殺してしまうだろう」と。小臣は堂下から（上がって）紝巟に羹を献上した。紝巟は小臣から（羹を）受けとって食べ、そうすると（視界が）はっきり して、四方の果 より外でも見えないものが無かった。 その余りを受け取って羹を食べると、また（視界が）はっきりとして、四方の果てより外でも見えないものが無かった。　
湯は廷に返ると、小臣は（湯に余った羹を）すすめ
た。湯は激怒して言っ 「誰が私の羹を分け与 たか」と。小臣は懼れて、夏に逃亡した 湯 、伊尹が逃亡したという不祥 祓い、 その結果、不祥の原因でる）小臣は体が悪くなって路で臥して、見ること できても話すことができない状態になった。衆烏が（現れて）小臣を食べようとした。 （そこに）霊 て）言った、 「これは小臣である。食べ は けない。夏王は病にかかっており、その苦しみを和らげよう して（祭祀をして）いる。 （小臣ではなく）その供え物を食べろ」と。衆烏が霊烏に問うた。 「夏王の病気はどのようか」と。霊烏は言った。 「帝は、二匹の黄蛇と二匹の白
兎とに命じて夏王の寝室の棟（屋根の最上部）に居らせて、それらが夏王に病をやどしている。これによって夏王は非常に病が重くなり、 （そ ことは）人に知られていない。 （さらに）帝は后土に命じて二つの丘陵にならせ、共に夏王の牀下 居るようにさせて、后の体を刺させた。これによって夏王の身は病にかかり、席に座ることもできな 」と 衆烏は去った。　
霊烏は小臣の喉胃にいて、 （それによって）小臣は起
きて行（くことができ） 、夏王のもとに至った。夏王は言った。 「お前は何者か」と。小臣は言った。 「私は天霊です」と。夏王は小臣に訊ねた。 「もしお前が天霊というのであれば、私の病のことを知っ いるか」 。小臣は言った。 「私は病 ことを知って ます」 。夏王言った。 「私の病はどのよう あるか 小臣 言た。 「帝が、二匹の黄蛇と二匹の白兎に命じて夏王の寝室の棟に居るようにさせて、それらが夏王 病をやどしています。これに て夏王は非常に病が重くなり、（そのことは）人に知られていません。 （さらに）帝は后土に命じて二つの丘陵 ならせ、共に夏王 牀下に居るようにさせ 、后の体を刺させました。これ って夏王は（病で）意識が乱れてぼんやりしています 夏王もし屋根を撤去して、黄蛇と白兎とを殺し、 （今いる）
（ 126 ）






















文』卷八十六に「殷湯、有白鳩之祥（殷湯、白鳩の祥有り） 」とあり、この記述から湯と「鳩」が関連していることがわかる。Ｃでは、 「赤鳩」ではなく「白鳩」である理由をこのように説明する。 『赤
あ
之集湯之屋』の時代（戦国時代）には
五行説の影響がまだ存在せず、 『全後漢文』の時代（三国時代）になると、五行説の影響を受けて、 「赤鳩」から「白鳩」に変化したとす またＣは
あ
」 （見母幽部）は「鵠」 （見母覚部）
より、 「鳩」 （見母幽部） ほうが音が近いことも根拠として挙げる。ここでは、Ｃの説 従う。
〈





























  「廷、朝中也。 」 『広雅』





9〉	 「洀」について。原釈では「洀」を「調」として（共に幽部で通用） 「発取」 （徴集・徴発）の意味（ 『漢書』王莽伝注「謂発取也。 」 ）だとしている。一方、Ｄでは「盗」とする。 「洀」 （章母幽部）と「盗」 定部宵部）は、同母でも同部でもないが、韻母が近いことから通じる 主張する。Ｋは「班（分け与える） 」 （ 『説文解字』玨部
  「班、 分瑞玉」 ）























































闕、今無考。 」とあ 。また、 『字彙補』丑集・口部には「
と、鼎文霊字。見『奇字韻』 。 」とある。









Ｊ・Ｎは、 「霊烏」を、 「神烏」 （ 『玉篇』 「霊、
神霊也。 」 ）と解釈する。Ｊ・Ｎによれば、古人は、不思議な力を持つ動植物の頭に「霊」をしばしば付けた（霊獣・霊禽、霊木等） 。また、Ｊ・Ｎによれば、 「巫」というのは、神に事える「人」のことを表すため、 「巫烏」 いうのはおかしいとする。また、後文に存在する「天
ど
」も「天
霊」 （天神）と解釈する。 天霊 は『呉越春秋』勾踐伐呉外伝・勾踐二十七年に 蒙天 之祐・神祇之福（天霊の祐 神祇の福を蒙る） ある。また、長沙子弾庫帛書にも「天霊」の用例が見られる。　『楚辞』九歌「霊偃蹇兮姣服、芳菲菲兮満堂












































20〉	 「甘心」について。原釈では、 「苦しむ」の意でとる。 （ 『詩経』衛風「願言思伯、甘心首疾（願言として伯を思い、甘心して首を疾ましむ） 。 」鄭箋「我念思伯、心不能已、如人心嗜欲所貪 口味不能絶也（我伯を念思し、心已むこと能わず、人心、嗜欲貪る所、口味絶つること能わざるがごときなり） 。 」 ）一方Ｊでは、 「甘」は『方言』に「エ、或也。沅澧之間、凡言「或如此」 、曰「エ若是」 。 」とあることから、楚語の「エ」であるとする。また、郭璞注に「此亦
轌
声之転耳。 」とあることか





















を「陴」とし、 「城上にある塀」 （ 『説文解字』 「陴、城上女牆。 」 ）の意とする。また「
」を「丁」
と隷定し、 「当 と通用するとする。そして「為陴当諸屋」 陴を築いて、部屋（の防御に）に当てた」と解釈する。Ｆでは、 埤」を「萆」（蓑衣、雨具の一種）もしくは「蔽」として、「
」を「覆」とする。そして「為萆（もしく









































じるという習俗と関連するものである、というこ である。第二に、 『赤あ』に見 内容は、 『楚辞』天問にある「縁鵠飾玉 后帝是饗」 関連がある である。整
理者は、この二点から『赤あ』は当時楚地に伝わっていた伊尹故事の一つであると推測する。ここで少し、 『赤あ』の地域性について考察したい。　
まず、整理者の提示する第一の根拠について検討す
る。確かに、 『漢書』地理志下には、楚が「信巫鬼、重淫祀」していたことを記しており、また 文化を色濃く残すとされる『楚辞』に 巫が多く登場する。また、清華簡は楚文字で書されており、実際、清華簡『楚居』
（注
2）は、楚と関わりが深い文献であることが指摘さ
























るに因りて以て湯に仕え、湯之を賢とし、遂に以て相と為る） 」とある この解釈に従えば、 『赤
あ
』と『楚辞』
天問との関わ は深いということになる。しかし、王逸注にはやや難点がある。王逸は、 「 」を「羹」にしたと解釈してい が、 『楚辞』本文からはわからず、この根拠までは記されていない。よって、後世この注釈を疑う者も存在する。　
王夫之『楚辞通釈』には、 「飾玉、謂禹錫玄圭告成、







































湯王は激怒し、誰が食べたのか伊尹 問い詰めたが、伊尹は答えることができず、結局夏に逃げた。湯王 このことを不祥と見な これを祓った。その結果、伊尹道ばたで倒れ、動けなくなってしまった。そこ 衆烏が現れて、伊 を食べよう した。そこ 霊烏が現れ、衆烏を制止する。さらに霊烏は、桀王 病 おかされていることや、その原因が「帝」によ こと 衆烏に話す　
その後、衆烏は去ったが、霊烏は伊尹の体内に留ま















内容は、基本的に伝世文献の記述 重ならな 。ただし、 『呂氏春秋』慎大に 「湯由親自射伊尹 （湯、由りて親
みずか
自ら伊尹を討つ） 」 「伊尹奔夏。 （伊尹、 夏に奔る） 」












伊尹が夏に逃げて、 『 至』で殷に戻り、 『尹誥』で 既に夏が滅んでいる、という風に時系列的に順序だっていることである。もう一つは、三文献の竹簡背面に残っている劃線が、 『赤
あ
』→『尹至』→『尹誥』の順番で繋













2） 『楚居』については、浅野裕一「清華簡『楚居』初探」 （ 『中国研究集刊』第五十三号、 大阪大学中国学会、 二〇一一年六月）を参照。
（
3）簡帛網、二〇一三年三月五日。
（ 137 ）
